
最
近
東
芝
の
扮
飾
決
算
よ
り
始
め
て
、
日
産
、
神
戸
製
鋼
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
等
我
が
國
有
數
の
大
企
業
に
於
け
る
不

祥
事
相
繼
ぎ
露
見
す
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
は
「
デ
ー
タ
」
の
改
竄
に
し
て
、
國
家
の
將
來
を
憂
へ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
一

般
に
資
料
の
改
竄
は
所
期
の
成
績
未
達
成
を
隱
蔽
せ
ん
と
し
て
犯
行
に
及
ぶ
を
始
め
と
し
、
更
に
は
密
か
に
私
腹
を
肥

さ
む
と
て
基
本
デ
ー
タ
取
扱
の
職
務
を
惡
用
す
る
に
至
る
。
但
し
此
等
は
上
司
の
適
切
な
る
管
理
指
導
に
よ
り
防
止
乃

至
極
小
化
を
期
す
る
に
能
は
ざ
る
な
し
。
然
る
に
今
次
の
諸
事
案
は
こ
の
類
に
あ
ら
ず
、
實
行
者
は
同
年
代
の
内
學
業

成
績
優
秀
と
て
こ
れ
ら
大
企
業
に
就
職
、
將
來
を
屬
望
せ
ら
れ
を
り
、
罪
の
意
識
よ
り
「
會
社
の
た
め
」
の
昂
揚
感
さ
へ

感
ぜ
ら
る
ゝ
を
如
何
せ
む
。

抑
も
デ
ー
タ
は
採
取
、
記
録
、
統
計
の
三
段
階
處
理
を
經
て
、
用
途
に
從
ひ
利
用
可
能
と
な
る
。
初
等
理
科
教
育
に
於

て
こ
の
三
段
階
の
手
順
を
示
す
と
共
に
、
其
の
示
す
數
値
の
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
の
由
を
十
分
に
納
得
せ
し
む
る
を
要
す
。

然
る
に
我
が
初
心
の
折
を
思
ひ
返
す
に
か
ゝ
る
注
意
を
受
け
た
る
記
憶
定
か
な
ら
ず
。
當
時
の
道
徳
觀
念
よ
り
せ
ば
言

ふ
ま
で
も
な
き
こ
と
ゆ
ゑ
先
生
も
特
に
は
仰
せ
ざ
り
け
む
。
然
る
を
戰
後
道
徳
の
授
業
も
な
き
ま
ゝ
に
、
こ
の
注
意
せ

ず
に
も
あ
り
た
る
に
や
。

數
年
前
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
事
件
と
て
天
下
の
研
究
機
關
理
化
學
研
究
所
に
デ
ー
タ
捏
造
の
取
沙
汰
あ
り
て
、
有
爲
の
研

究
者
自
殺
に
發
展
す
。
本
件
な
ほ
疑
問
を
殘
す
も
、
再
現
實
驗
遂
に
成
功
せ
ざ
り
け
る
は
、
初
期
段
階
の
デ
ー
タ
管
理
に

問
題
あ
り
と
言
は
ざ
る
を
得
ず
。
當
時
の
研
究
所
長
若
手
研
究
者
に
デ
ー
タ
管
理
の
徹
底
を
嚴
命
す
と
雖
も
、
本
來
初

等
中
等
課
程
に
て
身
に
著
く
べ
け
れ
ば
、
そ
れ
程
我
が
國
科
學
技
術
水
準
の
低
下
を
直
視
す
べ
き
な
り
。

デ
ー
タ
の
捏
造
、
改
竄
は
科
學
者
の
良
心
に
て
防
止
可
能
と
ば
か
り
は
言
ひ
得
ざ
る
は
組
織
の
介
入
な
り
。
正
し
き

デ
ー
タ
に
よ
り
不
合
格
の
判
定
と
な
ら
ば
、
そ
の
製
品
は
不
良
品
と
な
り
、
組
織
に
損
害
を
與
ふ
。
「
何
と
か
な
ら
ぬ
か
」

と
な
ら
ば
、
遂
に
改
竄
に
手
を
染
む
る
に
至
る
に
あ
ら
ず
や
。
但
し
最
近
は
測
定
結
果
は
自
動
的
に
電
算
機
の
記
憶
と

な
り
、
現
場
に
於
け
る
改
竄
は
殆
ど
解
決
と
見
ゆ
。
最
新
技
術
を
誇
る
製
造
大
企
業
に
於
て
未
だ
に
改
竄
あ
り
と
せ
ば
、

組
織
的
且
つ
確
信
犯
的
違
反
と
斷
ぜ
ざ
る
を
得
ず
。

デ
ー
タ
の
改
竄
抑
制
は
な
ほ
デ
ー
タ
に
基
く
議
論
の
定
著
に
よ
る
べ
く
、
至
る
所
に
て
デ
ー
タ
の
參
照
あ
ら
ば
、
捏
造
、

改
竄
は
明
ら
か
に
自
ら
の
信
用
を
失
墜
せ
し
む
れ
ば
、
正
し
き
デ
ー
タ
に
基
か
ざ
る
を
得
ざ
ら
む
。
例
へ
ば
「
脱
原
發
」

を
繞
る
議
論
、
兔
角
理
念
の
應
酬
に
止
り
、
デ
ー
タ
に
基
く
討
論
殆
ど
な
し
。
特
に
我
が
國
の
温
室
效
果
ガ
ス
排
出
量
、

平
成
二
十
三
年
東
日
本
大
震
災
後
原
發
全
停
に
よ
り
對
前
年5

千
萬
ト
ン
増
の

億5

千

萬
ト
ン
、
同
二
十
五
年

億

13

600

14

9

千
萬
ト
ン
に
迄
（
對
震
災
前

％
増
）
上
昇
す
る
も
、
各
種
省
エ
ネ
效
果
に
よ
り
同
二
十
七
年
度

億2

千5

百
萬
ト

14

13

ン
に
迄
恢
復
す
。
こ
れ
に
は
同
年
後
半
の
川
内
原
發2

基
再
稼
働
の
事
實
あ
り
、
そ
の
寄
與
率
詳
細
未
確
定
に
し
て
、
近

く
發
表
の
平
成
二
十
八
年
度
速
報
値
を
待
つ
に
於
て
を
や
（
原
發
は
伊
方
、
高
濱
の
再
稼
働
に
よ
り4

基
に
増
）。

一
方
デ
ー
タ
に
よ
る
議
論
に
て
は
、
そ
の
意
味
す
る
所
の
認
識
の
共
有
こ
そ
求
め
ら
る
れ
。
こ
の
點
選
擧
に
關
す
る

議
論
に
牽
強
附
會
の
數
値
解
釋
横
行
の
傾
向
あ
り
。
特
に
今
囘
與
黨
第
一
黨
の
平
均
得
票
率

％
前
後
に
て
議
席
の
過

30

半
數
を
占
む
る
は
小
選
擧
區
制
を
中
心
と
せ
る
選
擧
制
度
の
缺
陷
な
り
と
す
る
意
見
、
著
名
の
評
論
家
を
含
め
多
く
聞

け
り
。
無
論
そ
の
傾
向
無
し
と
せ
ざ
る
も
、
殘
り
の

％
に
就
き
論
述
せ
ず
、
恰
も
す
べ
て
野
黨
の
得
票
率
な
り
と
錯
覺

70

せ
し
む
る
は
邪
道
な
ら
ず
や
。
ま
た
選
擧
區
制
度
に
し
て
も
小
、
中
、
大
の
各
種
に
利
害
夫
々
異
な
る
あ
る
を
十
分
踏
へ

ず
は
、
全
き
結
論
に
至
ら
ざ
ら
む
。

「
デ
ー
タ
」
に
我
が
和
譯
を
「
記
録
情
報
」
と
す
。
單
な
る
數
字
に
非
ざ
る
意
味
を
附
加
す
る
の
意
な
り

（
平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日
受
附
）一

デ
ー
タ

市
川
浩


